
日
韓
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
人
の
韓
国
イ
メ
ー
ジ

加
　
藤

秀
治
　
郎

は
じ
め
に

東洋法学
　
筆
者
は
、
長
ら
く
「
国
際
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」
を
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
し
て
き
た
が
、
そ
の
際
、
日
本
と
韓

国
・
北
朝
鮮
の
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
事
例
研
究
の
格
好
の
ケ
ー
ス
に
な
る
、
と
考
え
て
き
た
。
そ
の
一
因
は
、
日
本
が
韓

国
・
北
朝
鮮
の
か
ら
む
国
際
宣
伝
の
場
で
あ
り
、
状
況
が
複
雑
に
入
り
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
日
本
の
特
殊
事
情
」
に
つ
き
田
中
明
氏
は
、
一
九
八
二
年
当
時
の
状
況
に
則
し
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
分
断
状

態
に
あ
っ
て
け
わ
し
い
対
立
を
つ
づ
け
て
い
る
南
北
朝
鮮
の
、
情
報
宣
伝
戦
の
一
番
熱
い
場
所
が
日
本
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
北
朝

鮮
系
の
在
日
朝
鮮
人
、
韓
国
系
の
在
日
韓
国
人
が
お
り
、
後
者
の
方
は
体
制
派
と
反
体
制
派
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
盛
ん

な
宣
伝
活
動
を
し
て
」
い
る
（
田
中
、
二
〇
〇
三
、
一
一
頁
）
。

　
要
す
る
に
、
日
本
を
舞
台
に
、
三
つ
巴
、
四
つ
巴
、
五
つ
巴
に
各
勢
力
が
入
り
乱
れ
て
の
情
報
宣
伝
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
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わ
け
で
あ
り
、
国
際
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
入
り
組
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
も
当
然
な
の
で
あ
る
。
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
は
そ
れ
だ
け
興
味
深
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
日
本
に
と
っ
て
は
外
交
上
の
重
要
性
も
高
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
四
年
夏
に
数
ヶ
月
ほ
ど
ソ
ウ
ル
滞
在
の
機
会
を
得
て
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
こ
の
研
究
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
、
多

少
な
り
と
も
事
例
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
以
下
、
試
論
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
初
め
て
こ
の
領
域
で
の
論
文
に

挑
戦
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
二
　
本
稿
の
テ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
日
韓
の
政
治
関
係
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
共
催
や
、
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
な
ど
で
の
「
韓
流
ブ
ー
ム
」
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
相
変
わ
ら
ず
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。
本
稿
執
筆
中
に
も
、
島
根
県
議
会
で
の
「
竹
島
の
日
」
条
例
や
、
日
本

の
歴
史
教
科
書
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
韓
国
内
で
反
日
感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
日
韓
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
概
観
す
る
と
、
大
き
な
変
化
も
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
点
を
検
討
し
て
い
く
と
、
日
韓
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
き
、
鳥
轍
図
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
潜
む
構
造
的
間
題
の
所
在
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
。

　
筆
者
が
計
画
し
て
い
る
研
究
は
、
右
の
よ
う
に
日
韓
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
潜
む
構
造
的
間
題
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
り
、
テ
ー
マ
の
性
質
か
ら
し
て
日
韓
双
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
対
象
を
限
定
し
、
ま
ず
、
日

本
側
の
韓
国
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
扱
う
こ
と
と
し
、
韓
国
側
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
続
篇
で
扱
う
こ
と
と
し
た
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い
。
そ
の
よ
う
な
限
定
を
し
た
上
で
、
本
稿
で
は
日
本
人
の
対
韓
国
イ
メ
ー
ジ
に
つ
き
、
一
九
八
○
年
前
後
か
ら
の
変
化
を
主
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
三
　
戦
後
目
本
の
対
韓
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

　
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
韓
国
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
つ
い
て
、
そ
の
大
き
な
趨
勢
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
鄭
大
均
氏
（
一
九
九
五
）

が
三
期
に
区
分
し
て
趨
勢
を
上
手
く
捉
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
依
拠
し
て
整
理
し
て
お
く
（
言
葉
は
多
少
、
変
え
て
い

る
場
合
が
あ
る
）
。
（
1
）
無
関
心
・
回
避
の
時
期
（
一
九
四
五
～
一
九
六
四
年
）
、
（
2
）
「
政
治
的
」
関
心
の
時
期
（
一
九
六
五
～

一
九
八
三
年
）
、
（
3
）
「
文
化
的
」
関
心
の
時
期
（
一
九
八
四
年
～
現
在
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
つ
き
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
同
、
一
三
頁
以
下
）
。

東洋法学
　
（
1
）
　
無
関
心
・
回
避
の
時
期

　
終
戦
か
ら
日
韓
条
約
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
韓
国
で
の
政
権
は
李
承
晩
の
長
期
政
権
か
ら
、
一
年
に
満
た
な
い
ヂ
漕
善
大
統
領
の

時
代
を
挟
ん
で
、
朴
正
煕
・
軍
事
政
権
が
続
く
時
期
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
日
本
人
の
対
韓
国
の
態
度
で
は
、
意
識
的
に
関
心
を
寄
せ
な
い
よ
う
に
す
る
回
避
の
態
度
や
、
無
関
心
な
態
度
が
特

徴
的
で
あ
る
。
日
本
の
学
校
教
育
で
は
、
「
自
国
が
朝
鮮
半
島
と
の
間
で
引
き
起
こ
し
た
歴
史
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
、
植
民
地
体

験
者
は
自
己
の
体
験
を
語
る
こ
と
を
避
け
た
。
…
…
七
〇
年
代
以
前
に
は
隣
国
語
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
育
機
関
も
わ
ず
か
し
か
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な
か
っ
た
」
（
同
、
一
四
頁
）
。

　
（
2
）
　
「
政
治
的
」
関
心
の
時
期

　
第
二
期
は
、
一
九
六
五
年
の
国
交
回
復
か
ら
の
ほ
ぼ
二
十
年
間
で
あ
る
。
朴
正
煕
政
権
は
一
九
七
九
年
に
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
、
さ

ら
に
一
四
年
ほ
ど
続
き
、
一
年
足
ら
ず
の
崔
圭
夏
政
権
の
後
、
一
九
八
○
年
か
ら
全
斗
燥
政
権
と
な
り
、
経
済
面
で
の
改
革
で
成
果

を
あ
げ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　
日
本
の
韓
国
へ
の
関
心
で
は
、
韓
国
政
治
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
強
ま
っ
て
い
く
の
が
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
さ
ら

に
、
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
（
一
九
六
五
～
七
二
年
）
に
は
、
日
本
の
進
歩
派
が
メ
デ
ィ
ア
で
韓
国
政
治
を

批
判
的
に
論
じ
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、
日
本
国
民
に
は
、
ま
だ
無
関
心
や
回
避
の
態
度
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
変
化
す

る
の
は
一
九
七
三
年
か
ら
で
、
韓
国
の
独
裁
政
治
に
批
判
的
な
態
度
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
。
切
っ
掛
け
は
金
大
中
事
件
（
一
九
七

三
年
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
が
後
半
期
（
一
九
七
三
～
八
三
年
）
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
「
政
治
的
」
関
心
と
い
う
の
は
、
関
心
が
韓
国
の
独
裁
政
治
批
判
に
と
ど
ま
り
、
他
の
側
面
に
広
が
っ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
は
、
韓
国
政
治
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々
の
間
で
も
、
朝
鮮
語
・
韓
国
語
を
学
習
す
る
人
が
少
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
時
、
韓
国
に
関
心
を
寄
せ
る
人
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
理
由
に
基
づ
く
人
が
多
く
、
韓
国
の
政
治
に
は
批
判
的
な
も
の

の
、
北
朝
鮮
の
独
裁
に
は
寛
大
な
人
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
部
言
論
界
の
傾
向
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
国
民
の
イ
メ
ー
ジ
ま
で
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規
定
し
て
お
り
、
そ
の
程
度
は
、
今
日
で
は
理
解
し
が
た
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
九
七
八
年
に
辻
村
明
氏
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
行

な
っ
た
調
査
に
は
、
そ
れ
が
明
確
に
窺
え
る
。
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
最
も
独
裁
的
な
国
と
し
て
は
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
に
次
い
で

第
二
位
で
あ
り
、
ま
た
、
最
も
自
由
の
な
い
国
と
し
て
は
ソ
連
、
中
国
に
次
い
で
第
三
位
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
い
ず
れ
で
も
北

朝
鮮
を
上
回
っ
て
い
た
（
池
田
、
一
九
～
二
二
頁
）
。
ま
た
、
一
九
八
三
年
に
は
、
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
i
）
の
ラ
ン
グ
ー
ン
で
爆

発
テ
ロ
事
件
が
起
き
て
い
る
が
、
「
韓
国
の
自
作
自
演
」
と
い
う
、
北
朝
鮮
が
主
張
し
た
説
を
信
じ
る
人
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い

た
（
道
上
、
二
〇
〇
一
、
一
七
四
頁
）
。

　
こ
の
時
期
に
韓
国
に
関
心
を
寄
せ
た
人
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
な
タ
イ
プ
が
多
く
、
そ
れ
は
「
韓
国
人
や
韓
国
文
化
に
即
自
的
な

関
心
を
持
つ
と
い
う
よ
り
は
、
『
韓
国
間
題
』
に
関
心
を
持
つ
と
い
う
」
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
「
争
点
が
他
地
域
に
移

動
す
る
と
、
関
心
も
他
地
域
に
移
動
す
る
と
い
う
パ
：
ト
タ
イ
マ
ー
的
関
心
派
」
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
鄭
、
一
九
九
五
、

四
九
頁
）
。
こ
の
状
況
が
変
化
し
出
す
の
は
、
一
九
八
三
年
頃
か
ら
の
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
。

東洋法学
　
（
3
）
　
「
文
化
的
」
関
心
の
時
期

　
第
三
期
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
以
後
の
時
期
で
、
韓
国
内
で
漸
進
的
に
民
主
化
が
進
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
は
全
斗

燥
政
権
が
続
く
が
、
盧
泰
愚
へ
と
政
権
が
継
承
さ
れ
る
際
に
民
主
的
な
大
統
領
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
一
九
八
七
年
末
の
選
挙
で
当
選

し
た
盧
泰
愚
が
政
権
を
樹
立
し
た
。
次
い
で
一
九
九
二
年
末
の
大
統
領
選
挙
で
は
金
泳
三
が
勝
ち
、
「
文
民
政
権
」
が
誕
生
し
た
。
そ

し
て
、
一
九
九
七
年
末
に
は
金
大
中
、
二
〇
〇
二
年
末
に
は
盧
武
鉱
へ
と
民
主
的
な
政
権
交
代
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
「
民
主
化
」
の

139



日韓政治コミュニケーションと日本人の韓国イメージ

転
機
は
コ
九
八
七
年
六
月
の
民
主
化
抗
争
」
と
さ
れ
、
「
韓
国
政
治
は
そ
れ
ま
で
の
権
威
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ
と
劇
的
な
転
換
を

経
験
し
た
」
（
木
宮
、
二
〇
〇
三
、
一
〇
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
は
「
韓
国
ブ
ー
ム
」
（
一
九
八
四
～
八
八
年
）
を
契
機
に
、
日
本
人
が
韓
国
に
対
し
て
、
政
治
に
限
ら
れ
な
い
幅
広
い
関

心
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
一
般
に
韓
国
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
好
転
し
て
い
く
。
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

で
も
、
「
独
裁
政
治
」
批
判
と
い
う
の
と
は
別
の
、
文
化
や
娯
楽
な
ど
に
関
心
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
動
き
は
一
九
八
八
年

秋
の
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り
、
定
着
し
て
い
く
。

　
こ
の
時
期
に
も
、
教
科
書
や
慰
安
婦
間
題
が
韓
国
側
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
反
発
し
て
日
本
国
民
の
間
に
嫌

韓
感
情
が
喚
起
さ
れ
、
対
韓
国
感
情
が
悪
化
す
る
と
い
う
形
で
、
揺
れ
動
き
は
見
ら
れ
る
が
、
長
期
的
に
は
良
い
方
向
に
向
か
っ
て

い
く
。

　
日
本
側
の
言
論
人
で
い
う
な
ら
ば
、
第
二
期
が
和
田
春
樹
、
小
田
実
氏
ら
左
派
言
論
人
で
代
表
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
第
三
期
は

よ
り
幅
広
く
、
黒
田
勝
弘
、
長
谷
川
慶
太
郎
、
関
川
夏
央
、
古
田
博
司
、
小
倉
紀
蔵
氏
ら
、
非
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
学
者
で
代
表
さ
れ
る
。
関
心
を
払
う
分
野
も
、
政
治
に
限
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
韓
国
語
を
学
び
、
韓
国
で
の
生
活
や

韓
国
人
と
の
交
流
と
い
う
、
直
接
体
験
を
通
じ
て
韓
国
を
語
ろ
う
と
す
る
論
者
が
数
多
く
登
場
し
た
。

　
こ
の
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
韓
国
論
は
、
〔
韓
国
の
〕
独
裁
者
と
抵
抗
者
の
葛
藤
よ
り
は
韓
国
人
の
日
常
生
活
に
関
心
を
示
し
て
お
り
、

政
治
的
脈
絡
か
ら
の
み
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
韓
国
は
、
今
や
文
化
や
社
会
と
い
っ
た
多
様
な
脈
絡
か
ら
語
ら
れ
る
対
象
と
な
っ

て
い
る
」
（
鄭
、
二
〇
〇
三
、
五
三
頁
）
。
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図　日本人の対韓国感情バロメーター
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こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
扱
う
。

四
　
世
論
調
査
で
の
推
移
1
一
九
七
八
年
以
後
の
変
化

　
本
節
で
は
、
右
の
よ
う
な
大
き
な
歴
史
的
趨
勢
の
な
か
で
、
一
九
八
○
年
前
後
か
ら

の
変
化
を
詳
し
く
み
て
い
く
。
起
点
を
一
九
七
八
年
と
し
た
の
は
基
本
と
す
る
デ
ー
タ

の
た
め
で
あ
り
、
他
に
は
理
由
は
な
い
。
内
閣
府
が
毎
年
、
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
る

「
外
交
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
デ
ー
タ
の
な
か
に
、
一
九
七
八
年
か
ら
毎
年
、
同
一
の

質
間
形
式
で
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
変
化
を
検
討
す
る
本
稿
の
目
的

に
は
最
も
適
切
な
デ
ー
タ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
準
拠
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ

る
。　

具
体
的
な
設
間
は
、
「
あ
な
た
は
、
韓
国
に
親
し
み
を
感
じ
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
感
じ

ま
せ
ん
か
。
こ
の
中
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
選
択
肢
と
し
て
は
、

（
ア
）
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
、
（
イ
）
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
る
」
、
（
ウ
）

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
、
（
エ
）
「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
の
四
つ

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
ま
ま
分
析
し
た
の
で
は
、
多
少
、
複
雑
に
な
る
の

で
、
こ
こ
で
は
（
ア
）
と
（
イ
）
、
（
ウ
）
と
（
エ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
て
検
討
し
て
い
く
。
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多
か
れ
少
な
か
れ
親
し
み
を
感
じ
る
グ
ル
ー
プ
を
「
好
き
」
と
し
、
感
じ
な
い
方
を
「
嫌
い
」
と
し
て
、
こ
れ
を
「
対
韓
国
感
情
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
」
と
見
な
し
て
分
析
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
結
果
は
、
図
に
ま
と
め
た
。
「
好
き
」
「
嫌
い
」
の
検
討
に
入
る
前
に
、
よ
り
単
純
な
事
実
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
集
計
で
は
四

つ
の
選
択
肢
の
い
ず
れ
に
も
答
え
な
い
「
わ
か
ら
な
い
」
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
推
移
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
末
に
は
一
四
・

七
％
（
七
八
年
）
と
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
一
二
・
一
％
（
七
九
年
）
、
一
〇
・
○
％
（
八
○
年
）
と
次
第
に
低
下
し
、
一
九
九
〇
年

に
は
六
・
五
％
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
は
五
％
を
下
回
る
あ
た
り
で
安
定
し
て
い
る
。
前
節
で
、
長
期
的
趨
勢
で
無
関
心
の

低
下
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
こ
こ
で
も
そ
れ
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
。

　
「
好
き
」
「
嫌
い
」
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
、
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
短
期
的
に
揺
れ
動
い
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
大
き
な
傾
向

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
八
○
年
代
に
は
、
「
好
き
」
が
八
一
年
の
三
四
・
五
％
を
最
低
に
、
八
八
年
の
五
〇
・
九
％
ま
で

増
大
し
て
お
り
、
好
転
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
四
二
～
四
三
％
の
あ
た
り
を
低
迷
し
、

九
六
年
に
は
三
五
・
八
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
は
二
〇
〇
四
年
の
五
六
・
六
％
ま
で
、
単
調
増
大
の
曲

線
を
描
い
て
い
る
。

　
低
下
し
た
り
、
低
い
水
準
で
推
移
し
た
り
し
て
い
る
時
期
に
は
、
そ
こ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、
「
歴
史
教
科
書
間

（
2
V題
」
や
「
従
軍
慰
安
婦
間
題
」
な
ど
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
（
さ
ら
に
は
「
竹
島
問
題
」
や
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
間
題
」
の
問
題
も
関
連

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
こ
ま
で
立
ち
入
っ
た
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
）
。

　
右
の
よ
う
な
要
因
の
作
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
少
し
前
の
時
期
の
低
い
値
と
質
的
に
異
な
る
現
象
と
考
え
る
と
、
よ
く
理
解
で
き
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よ
う
。
つ
ま
り
、
一
九
八
一
年
に
「
好
き
」
が
、
八
ポ
イ
ン
ト
も
の
低
下
を
見
せ
て
い
る
が
、
こ
の
年
と
そ
れ
以
降
の
年
に
は
パ
タ
ー

ン
の
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
八
一
年
に
は
、
全
斗
燥
政
権
が
政
府
借
款
で
六
〇
億
ド
ル
も
の
巨
額
の
要

求
を
し
て
、
日
韓
関
係
が
紛
糾
す
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
（
田
中
、
二
〇
〇
三
、
七
八
頁
）
。
「
好
き
」
が
減
っ
た
の
は
、
強
硬
な
韓

国
政
府
の
姿
勢
を
受
け
て
、
嫌
悪
感
が
現
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
韓
国
側
に
発
す
る
間
題
で
、
日
韓
関
係
が
難
し
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
対
韓
国
感
情
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
が
悪
化
す
る
と
い
う
パ
タ
ー

ン
で
あ
り
、
国
際
関
係
で
は
一
般
に
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
年
の
教
科
書
間
題
か
ら
は
、
質
の
異
な
る
現

象
が
現
れ
て
く
る
。

　
一
九
八
二
年
は
、
夏
に
教
科
書
間
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
誤
報
が
発
端
で
あ
り
、
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

へ
の
「
侵
略
」
が
検
定
作
業
に
よ
り
「
進
出
」
と
書
き
換
え
ら
れ
た
、
と
の
日
本
で
の
報
道
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
は
中
国
と
の
間

で
は
ス
ト
レ
ー
ト
な
外
交
間
題
に
発
展
し
た
が
、
韓
国
と
の
間
で
は
微
妙
な
経
過
を
た
ど
っ
た
。
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
厳
し
い
論
調

だ
っ
た
が
、
全
斗
燥
政
権
は
、
こ
の
間
題
を
日
本
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
反
韓
国
勢
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
お

り
、
比
較
的
、
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
（
田
中
、
二
〇
〇
三
、
ご
三
頁
）
。

　
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
韓
国
世
論
も
わ
り
に
冷
静
だ
っ
た
と
現
地
で
は
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
日
本
人
の
体
験
談
に
よ
る
と
一
般

韓
国
人
の
反
応
は
、
少
な
く
と
も
〔
日
本
の
〕
新
聞
に
出
て
い
る
よ
り
は
冷
静
だ
っ
た
よ
う
だ
」
（
同
、
一
〇
五
頁
）
。
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
、
「
こ
の
間
題
が
韓
国
で
沸
騰
し
て
い
る
」
と
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
右
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
時
は
日
本
国
民

の
対
韓
国
感
情
が
悪
化
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
も
う
少
し
詳
し
い
検
討
が
必
要
だ
が
、
こ
こ
で
は
論
を
先
に
進
め
よ
う
。
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一
九
八
六
年
に
は
再
び
、
「
好
き
」
が
約
六
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
も
教
科
書
間
題
で
あ
る
。
「
日
本
を
守
る

国
民
会
議
」
の
高
校
教
科
書
『
新
編
日
本
史
』
が
検
定
に
合
格
し
た
こ
と
に
、
韓
国
内
で
批
判
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
日
本
の
世
論
が

反
発
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
続
い
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
と
、
一
九
八
二
年
の

ケ
ー
ス
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
三
年
の
論
文
で
日
韓
関
係
に
詳
し
い
田
中
明
氏
は
、
教
科
書
間
題
の
奇
妙

な
構
図
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
i
教
科
書
間
題
で
は
、
日
本
の
親
韓
派
が
韓
国
で
批
判
さ
れ
、
旧
・
反
韓
国
派
（
旧
韓
国
反
体
制
派
に
近
い
グ
ル
ー
プ
）
が
韓

国
の
反
日
派
と
同
じ
立
場
に
立
つ
と
い
う
、
「
こ
れ
ま
で
表
面
化
し
な
か
っ
た
奇
妙
な
構
図
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
」
。
だ
と
す
れ
ば
、

当
時
、
そ
の
こ
と
に
つ
き
、
「
も
う
少
し
深
刻
に
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
後
に
反
省
を
も
ら
し
て
い
る
（
同
、
二
〇
一
頁
）
。

　
二
度
目
と
な
れ
ば
、
こ
の
新
し
い
「
奇
妙
な
構
図
」
は
、
も
う
誰
の
眼
に
も
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
八
年
に
は
韓
国
内
の
民
主
化
と
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
好
感
し
て
、
「
好
き
」
が
初
め
て
五
〇
％
を
越
え
た
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

翌
年
に
は
従
軍
慰
安
婦
間
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
急
に
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
こ
の
間
題
が
長
引
き
、
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
は
好
転
し
て
い
な
い
。

　
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
後
で
あ
る
。
「
好
き
」
の
値
は
、
一
九
九
六
年
に
底
を
打
つ
と
、
以
後
、
上
昇
を
続

け
、
そ
れ
が
安
定
し
て
い
る
。
人
気
回
復
策
に
対
日
批
判
を
使
っ
た
金
泳
三
大
統
領
に
代
わ
っ
て
、
一
九
九
八
年
か
ら
金
大
中
が
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

統
領
と
な
り
、
対
日
文
化
開
放
政
策
を
進
め
た
こ
と
も
好
感
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
変
化
の
一
因
は
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
変
容
で
あ
り
、
そ
の
報
道
が
ク
ー
ル
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
国
民
の
感
情
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
も

144



安
定
し
て
良
い
方
に
向
か
っ
て
い
る
。
韓
国
側
の
報
道
の
変
化
に
つ
き
、
小
針
進
氏
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
「
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
の
『
三
国
人
発
言
』
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
）
、
森
喜
朗
総
理
（
当
時
）
の
『
神
の
国
発
言
』
（
二
〇
〇
〇

年
五
月
）
、
麻
生
太
郎
自
民
党
政
調
会
長
（
当
時
）
の
『
創
氏
改
名
発
言
』
（
二
〇
〇
三
年
五
月
）
な
ど
、
従
来
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
な

ら
ば
一
面
ト
ッ
プ
で
扱
わ
れ
た
よ
う
な
日
本
要
人
の
い
わ
ゆ
る
『
妄
言
』
に
関
し
て
も
、
事
実
を
淡
々
と
伝
え
る
報
道
姿
勢
へ
と
変

わ
り
つ
つ
あ
る
」
（
小
針
、
二
〇
〇
四
、
三
九
頁
）
。

　
こ
う
な
る
と
短
期
的
な
間
題
に
も
あ
ま
り
左
右
さ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
春
に
は
再
び
教
科
書
間
題
が
持

ち
上
が
り
、
韓
国
政
府
が
日
本
政
府
に
修
正
要
求
を
つ
き
つ
け
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
た
が
、
韓
国
世
論
は
単
純
で
は
な
か
っ
た
。

「
関
係
が
悪
化
し
て
も
強
硬
対
応
す
べ
き
だ
」
が
五
三
二
％
と
多
い
が
、
「
関
係
が
悪
化
し
な
い
よ
う
柔
軟
対
応
す
べ
き
だ
」
が
四

四
・
一
％
と
、
半
々
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
若
者
ほ
ど
冷
静
だ
っ
た
」
（
下
川
、
二
〇
〇
五
、
二
七
頁
）
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

韓
国
世
論
が
、
従
来
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
冷
静
な
対
応
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
の
世
論
も
「
嫌
韓
感
情
」
を

高
め
る
こ
と
な
く
対
応
す
る
よ
う
に
な
る
。
多
少
月
日
の
た
っ
た
一
〇
月
の
調
査
だ
が
、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
の
「
好
き
」
は
、
前
年

を
僅
か
に
一
％
下
が
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

東洋法学

五
　
日
韓
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
韓
国
イ
メ
ー
ジ

　
一
九
七
八
年
以
降
の
対
韓
国
感
情
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
検
討
す
る
と
、
日
韓
の
聞
で
生
じ
る
対
立
に
は
、

題
を
噛
矢
と
し
て
、
次
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

一
九
八
二
年
の
教
科
書
問
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「
日
本
人
に
よ
る
日
本
の
侵
略
史
や
加
害
史
の
暴
露
が
、
た
だ
ち
に
韓
国
人
に
活
用
さ
れ
て
反
日
感
情
を
刺
激
す
る
と
い
う
イ
ン

タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
の
関
係
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
軍
慰
安
婦
の
例
が
最
も
明
臼
だ
が
、
「
日
本
人
に
よ
る
加
害
史
の
暴
露
が
韓
国
に
伝

え
ら
れ
て
反
日
感
情
を
喚
起
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
逆
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
嫌
韓
感
情
を
喚
起
す
る
と
い
う
、
否
定
的
な
感
情
の
応

酬
と
い
う
事
態
で
あ
る
」
（
鄭
、
一
九
九
五
、
二
〇
頁
）
。

　
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
「
強
制
連
行
」
に
つ
い
て
も
似
た
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
鄭
大
均
氏
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
八
○
年
代
に

入
り
、
日
韓
の
歴
史
や
在
日
の
間
題
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
『
強
制
連
行
』
の
テ
ー
マ
は
一
気
に
大
衆
化

す
る
。
こ
の
時
期
は
社
会
主
義
国
家
が
軒
並
み
崩
壊
し
た
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
権
主
義
に
基
調
を
置
く
『
カ
タ
カ
ナ
左
翼
』

が
社
会
に
浸
透
し
た
時
期
で
あ
り
、
…
…
『
強
制
連
行
』
と
い
う
言
葉
を
広
め
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
」
（
鄭
、
二
〇
〇
四
、
】
五
五
頁
）
。

ま
た
、
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。
「
日
本
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
の
国
家
犯
罪
を
語
り
、
在
日
の
犠
牲
者
性

を
語
る
過
程
で
、
在
日
は
無
垢
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
『
被
害
者
』
や
『
犠
牲
者
』
の
神
話
が
実
現
し
て
い
く
」
（
同
、
三
一
二
頁
）
が
、

そ
れ
は
八
○
年
代
以
後
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。

　
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
構
造
で
は
、
ま
ず
日
本
側
に
、
在
日
朝
鮮
・
韓
国
人
以
外
に
も
、
こ
れ
ら
の
間
題
を
積
極
的
に
取
り
上
げ

る
勢
力
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
有
力
な
メ
デ
ィ
ア
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
日
本
人
は
「
良
心
的
日

本
人
」
と
し
て
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
好
意
的
に
紹
介
さ
れ
、
韓
国
の
反
日
的
報
道
を
強
化
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
き
、
鄭
大
均
氏

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
（
一
九
九
八
、
二
二
二
～
三
頁
）
。

　
「
反
日
主
義
は
相
互
交
流
や
相
互
浸
透
と
い
う
新
し
い
日
韓
関
係
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
、
む
し
ろ
活
性
化
し
て
い
る
。
日
本
人
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に
よ
る
過
去
の
侵
略
史
や
犯
罪
史
の
発
掘
・
暴
露
作
業
が
韓
国
側
の
反
日
主
義
を
活
性
化
す
る
と
い
う
状
況
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
は
「
あ
る
タ
イ
プ
の
日
本
の
知
識
人
が
反
日
主
義
を
積
極
的
に
支
持
し
、
韓
国
の
反
日
主
義
者
か
ら
そ
の
道
徳
性
と

韓
国
理
解
の
深
さ
を
賞
賛
さ
れ
、
友
好
の
か
け
橋
と
お
だ
て
ら
れ
て
い
る
」
状
況
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
、
「
自
分

が
友
好
や
理
解
と
考
え
て
い
る
も
の
が
、
実
は
韓
国
人
の
日
本
や
日
本
人
に
対
す
る
偏
見
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
支
持
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
」
（
同
、
二
二
三
頁
）
。

　
鄭
大
均
氏
の
指
摘
は
さ
ら
に
、
こ
う
続
く
。
「
あ
る
タ
イ
プ
の
日
本
の
知
識
人
と
は
、
か
つ
て
韓
国
の
独
裁
政
権
の
打
倒
を
叫
び
な

が
ら
も
、
北
朝
鮮
の
本
物
の
独
裁
政
権
に
は
む
し
ろ
同
調
的
な
態
度
を
と
っ
た
進
歩
的
知
識
人
や
そ
の
末
喬
た
ち
で
、
そ
の
多
く
は

今
日
で
は
人
権
論
者
や
多
文
化
主
義
者
の
衣
装
を
ま
と
う
人
々
で
あ
る
」
（
同
、
二
二
三
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
韓
国
の
日
本
批
判
は
増
幅
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
次
に
は
こ
れ
が
「
日
本
人
の
韓
国
に
対
す
る
反
発

や
反
感
や
懐
疑
主
義
を
喚
起
す
る
」
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
否
定
的
感
情
の
応
酬
」
が
現
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
同
、
二
一
二
〇

頁
）
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
日
本
発
の
情
報
で
、
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
を
批
判
し
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
韓
国
で
反
日
運
動
が
高

ま
り
、
そ
れ
が
日
本
で
報
じ
ら
れ
、
日
本
に
嫌
韓
ム
ー
ド
を
広
め
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
直
接
的
な
交

流
も
あ
る
が
、
基
本
的
パ
タ
ー
ン
は
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
長
年
ソ
ウ
ル
特
派
員
を
務
め
て
い
る
黒
田
勝
弘
氏
は
、
よ
り
直
裁
に
「
日
日
間
題
」
と
呼
ん
で
、
こ
う
述
べ

て
い
る
。

　
　
　
以
前
の
韓
国
で
の
「
『
反
日
』
に
は
文
世
光
事
件
、
金
大
中
事
件
と
い
っ
た
日
韓
間
の
具
体
的
な
重
大
事
件
が
背
景
に
あ
っ
た
。
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つ
ま
り
こ
れ
は
間
違
い
な
く
日
韓
間
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
。
「
と
こ
ろ
が
一
九
八
○
年
代
以
降
の
『
反
日
』
は
こ
れ
と
か
な
り
様
子

が
異
な
っ
て
く
る
。
日
韓
間
題
と
い
う
よ
り
『
日
日
問
題
』
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
の
だ
。
そ
の
際
、
韓
国
側
は
も
ち
ろ
ん
日
韓
（
あ

る
い
は
韓
日
）
間
題
と
し
て
興
奮
し
、
さ
ら
に
国
内
政
治
状
況
へ
の
効
果
的
利
用
と
い
う
こ
と
で
は
変
わ
り
が
な
い
の
だ
が
、
そ
の

多
く
の
場
合
が
日
本
側
で
の
日
日
間
題
的
な
議
論
の
韓
国
へ
の
跳
ね
返
り
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
（
黒
田
、
一
九
九
九
、
二

一
〇
頁
）
。

　
そ
の
際
、
日
本
の
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
が
用
い
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
黒
田
氏
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
『
韓
国
の
反
発
は
必
至
』

な
ど
と
韓
国
側
の
反
発
に
期
待
（
？
）
し
、
反
発
を
誘
発
す
る
」
と
（
同
、
壬
二
頁
）
。

　
ち
な
み
に
、
韓
国
内
で
の
反
日
運
動
に
つ
い
て
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
だ
が
、
あ
る
程
度
、
ソ
ウ
ル
に
滞
在
し
た
経
験
の
あ

る
人
な
ら
、
違
和
感
を
も
つ
よ
う
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ソ
ウ
ル
は
き
わ
め
て
多
く
の
デ
モ
が
日
常
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
都
市

で
あ
り
、
日
本
を
批
判
す
る
デ
モ
だ
け
が
激
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
承
知
の
上
で
テ
レ
ビ
報
道
の
映
像
を
注
意
し
て
見

て
い
れ
ば
、
日
本
に
関
連
す
る
デ
モ
の
規
模
が
特
に
大
き
い
わ
け
で
な
い
こ
と
は
認
識
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
観
点
な
し
に

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
ふ
れ
る
と
、
激
し
い
大
規
模
な
デ
モ
が
日
本
大
使
館
に
押
し
寄
せ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
抱
く
こ
と
と

な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
「
編
集
」
と
い
う
過
程
が
介
在
し
て
い
る
。
そ
の
辺
の
事
情
を
木
村
幹
氏
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
　
　
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
特
派
員
は
、
「
『
デ
モ
隊
に
催
涙
弾
を
浴
び
せ
る
警
察
』
や
『
雄
々
し
く
拳
を
突
き
上
げ
て
抗
議
す

る
デ
モ
隊
』
の
写
真
や
記
事
を
送
る
こ
と
を
重
要
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
。
だ
が
、
東
京
の
「
『
本
社
』
は
、
通
常
そ
う
は
思
っ
て
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い
な
い
。
『
本
社
』
は
『
見
栄
え
が
い
い
』
し
、
何
よ
り
も
『
他
社
も
同
じ
よ
う
な
写
真
を
載
せ
て
い
る
』
か
ら
、
そ
れ
が
小
さ
な
デ

モ
で
も
警
察
が
催
涙
弾
を
撃
っ
て
い
る
写
真
や
映
像
を
は
で
は
で
し
く
報
道
し
、
日
本
の
人
々
に
あ
た
か
も
韓
国
で
大
騒
乱
が
起
こ

っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
が
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
人
々
は
そ
こ
に
『
い
つ
も
の
韓
国
』
の
姿
が
あ
る
こ
と
に
安
心
し
、

『
や
は
り
韓
国
は
そ
う
い
う
国
な
の
だ
』
と
い
う
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
『
否
定
的
な
見
方
』
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
」
（
木
村
、

二
〇
〇
四
、
二
九
～
三
〇
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
リ
ッ
プ
マ
ン
の
い
う
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
が
、
日
本
人
の
韓
国
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
再
生
産
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。

六
　
結
論
に
か
え
て
1
盧
武
鉱
政
権
の
下
で
の
状
況
の
変
化

東洋法学
　
「
日
韓
の
相
互
イ
メ
ー
ジ
が
ゆ
が
ん
で
い
る
の
は
、
両
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
レ
ン
ズ
が
ゆ
が
ん
で
い
る
か
ら
だ
」
　
　
か

つ
て
ソ
ウ
ル
特
派
員
を
務
め
、
日
韓
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
下
川
正
晴
氏
（
二
〇
〇
五
、
二
七
頁
）
は
こ

う
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
改
め
て
い
く
に
は
、
日
韓
交
流
を
深
め
、
韓
国
人
に
日
本
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
重
要
な
課
題
の
一
つ

だ
が
、
そ
れ
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
ず
、
前
節
で
み
た
、
韓
国
と
交
流
の
あ
る
一
部
の
日
本
人
の
よ
う
に
　
　
自
覚
的
な
も
の
と
思

わ
れ
る
が
ー
間
題
含
み
の
言
動
が
お
お
く
、
交
流
が
日
韓
関
係
の
改
善
と
は
逆
の
効
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
だ
が
、
間
題
は

そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
他
の
一
般
の
日
本
人
に
つ
い
て
も
、
大
半
が
逃
げ
腰
で
、
沈
黙
が
支
配
的
な
こ
と
で
あ
る
。
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そ
の
点
に
つ
き
、
外
交
官
と
し
て
ソ
ウ
ル
の
現
場
で
日
本
理
解
の
た
め
に
奮
闘
し
て
き
た
道
上
尚
史
氏
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
韓
国
人
の
、
誤
解
や
無
知
に
基
づ
く
日
本
批
判
」
や
、
「
自
国
の
事
情
に
無
反
省
で
相
手
の
み
を
批
判
す
る
姿
勢
」
に
対
し
て
、
「
説

明
を
せ
ず
、
煩
悶
や
批
判
を
」
し
な
い
で
沈
黙
す
る
姿
勢
が
あ
る
と
い
う
。
韓
国
人
と
接
し
て
い
る
な
ら
ば
、
「
韓
国
人
の
肥
大
し
た

国
粋
主
義
、
ミ
リ
タ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
発
想
を
十
二
分
に
感
じ
た
は
ず
で
あ
る
」
。
だ
が
、
多
く
は
「
そ
の
危
険
性
に
気
付
き
」
な
が

ら
も
、
「
知
的
怠
慢
か
、
偽
善
か
、
韓
国
へ
の
蔑
視
（
き
ち
ん
と
し
た
対
話
の
で
き
る
相
手
と
見
な
さ
な
い
）
か
に
よ
っ
て
沈
黙
」
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
韓
国
の
日
本
へ
の
大
変
な
誤
解
、
無
知
を
修
正
す
る
ど
こ
ろ
か
、
定
着
拡
大
」
さ
せ
て
い
る
（
道
上
、

二
〇
〇
一
、
一
七
五
頁
）
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
鄭
大
均
氏
ら
も
次
の
よ
う
に
等
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
「
今
日
の
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
日
韓
関
係
を
作
り
上
げ
た
責
任
の
一

半
は
日
本
人
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
気
に
な
る
の
は
韓
国
に
向
き
合
う
と
き
の
日
本
の
政
治
家
や
知
識
人
た
ち
の
無
作

為
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
日
本
の
政
治
家
や
知
識
人
に
は
何
せ
韓
国
側
か
ら
理
不
尽
な
要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
も
、
そ
れ
に
対
し

て
き
ち
ん
と
意
思
表
示
を
す
る
と
い
う
習
慣
が
な
い
」
（
鄭
、
二
〇
〇
二
、
四
五
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
日
本
側
の
対
応
と
い
う
点
で
は
、
先
の
「
良
心
的
日
本
人
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
知
識
人
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
の
予
測
と
し
て
は
必
ず
し
も
楽
観
で
き
な
い
。
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
育
っ
て
き
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

知
識
人
も
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
の
展
開
も
予
想
で
き
る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
よ
り
顕
著
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
ば
、
韓
国
側
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
日
本
に
つ
い
て
の
論
調
で
は
、
か
つ

て
は
一
枚
岩
的
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
一
元
的
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
か
な
り
多
元
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
金
大
中
政
権
の
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頃
か
ら
の
変
化
で
あ
り
、
盧
武
鉱
政
権
に
な
っ
て
か
ら
は
、
明
確
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

　
従
来
の
パ
タ
ー
ン
は
こ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
側
メ
デ
ィ
ア
は
多
元
的
で
あ
り
、
韓
国
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
報
道
・
論
評

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
韓
国
側
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
と
日
本
に
関
し
て
は
は
る
か
に
一
元
的
で
あ
っ
た
。
「
対
立
す
る
意
見
集
団
間
の
競

合
を
通
し
て
対
日
世
論
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
状
況
」
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
植
民
地
支
配
の
歴
史
と
い
っ
た
間
題
に
な
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
る
種
の
議
論
が
封
殺
さ
れ
る
と
い
う
状
況
」
が
あ
っ
た
（
鄭
、
二
〇
〇
二
、
四
八
頁
）
。
そ
の
た
め
、
朝
日
新
聞
な
ど
一
部
の
日
本
の

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
依
拠
し
て
、
韓
国
側
の
メ
デ
ィ
ア
が
挙
げ
て
日
本
批
判
の
報
道
を
展
開
し
、
そ
れ
が
韓
国
世
論
に
火
を
つ
け
る
。

そ
し
て
韓
国
で
反
日
の
運
動
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
日
本
側
の
対
韓
国
感
情
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
し
ば
ら
く
の
典
型
的

パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
こ
の
よ
う
な
日
韓
の
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
に
は
、
韓
国
側
で
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

特
に
盧
武
鉱
政
権
が
誕
生
し
て
か
ら
が
そ
う
で
あ
る
。
従
来
の
パ
タ
ー
ン
は
、
こ
と
韓
国
側
に
つ
い
て
は
日
本
に
関
連
す
る
こ
と
で

は
一
枚
岩
的
で
、
政
府
も
メ
デ
ィ
ア
も
国
民
世
論
も
同
じ
よ
う
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
盧
武
鉱
政
権
に
な
っ

て
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
間
に
同
政
権
に
対
す
る
姿
勢
で
相
違
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
結
果
的
に
、
対
日
の
論
調
に
も
多
様
性
が
出
て
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
政
権
に
距
離
を
置
い
て
い
る
新
聞
と
し
て
は
、
朝
鮮
日
報
、
東
亜
日
報
、
中
央
日
報
な
ど
の
伝
統
あ
る
有
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V

紙
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
こ
う
な
れ
ば
、
韓
国
民
の
日
本
に
対
す
る
態
度
も
一
様
で
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
点
は
ド
イ
ツ
の
世
論
研
究
者
ノ
エ
ル
阿
ノ
イ

マ
ン
の
「
沈
黙
の
螺
旋
理
論
」
を
援
用
し
な
が
ら
説
明
し
よ
う
（
ノ
エ
ル
H
ノ
イ
マ
ン
、
一
九
九
七
）
。
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「
沈
黙
の
螺
旋
理
論
」
に
よ
れ
ば
、
人
々
が
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
か
沈
黙
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
意
見
が
多
数
意
見

か
少
数
意
見
か
で
、
対
応
が
分
か
れ
る
と
い
い
、
そ
こ
で
は
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
接

し
て
自
分
の
意
見
が
多
数
意
見
だ
と
判
断
す
る
と
、
人
々
は
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
る
し
、
逆
に
少
数
意
見
だ
と
判
断

す
る
と
沈
黙
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
韓
国
で
は
従
来
、
一
元
的
に
反
日
的
な
メ
デ
ィ
ア
の
事
情
か
ら
し
て
、
反
日
的
な
意
見
が
過
大
に
表
明
さ
れ

や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
単
純
に
そ
う
は
い
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
盧
武
鉱
政
権
の
対
日
政
策
を
ど

う
読
む
か
は
、
そ
れ
自
体
が
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
別
に
し
て
い
う
と
す
れ
ば
、
楽
観
材
料
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
対
日
論

調
が
多
元
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
よ
い
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
本
稿
は
筆
者
の
こ
の
分
野
で
の
最
初
の
論
文
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
見
解
も
試
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な

い
。
間
題
意
識
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
批
評
を
受
け
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
で
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
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注

（
1
）
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
人
の
多
く
が
韓
国
チ
ー
ム
を
応
援
し
た
こ
と
が
、
ム
ー
ド
の
変
化
と
し
て
一
様
に
注
目
さ
れ
た
が
、
韓
国

　
　
人
の
日
本
チ
ー
ム
ヘ
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
。
『
朝
日
新
聞
』
は
、
韓
国
民
が
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
を
喜
ば
な
か
っ
た
と

　
　
い
う
ト
ー
ン
で
報
道
を
し
た
が
、
現
地
で
観
察
し
て
い
た
小
針
進
氏
は
別
の
見
方
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
対
ベ
ル
ギ
ー
の
試
合
に

　
　
つ
き
『
朝
日
』
は
、
日
本
の
得
点
に
は
「
大
ブ
ー
イ
ン
グ
」
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ゴ
ー
ル
時
に
は
「
大
歓
声
」
と
書
い
て
い
る
が
、
現
場
に

　
　
い
た
小
針
氏
は
「
四
割
ぐ
ら
い
が
ア
ン
チ
日
本
チ
ー
ム
で
、
む
し
ろ
日
本
チ
ー
ム
び
い
き
の
ほ
う
が
五
割
程
度
と
多
く
、
ど
ち
ら
に
も
拍
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（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

手
を
送
る
人
も
一
割
ほ
ど
い
た
」
と
見
て
、
『
朝
日
』
の
観
察
に
つ
き
、
「
や
や
不
正
確
な
報
道
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
書
い
て
い
る
（
小

針
、
二
〇
〇
四
、
一
六
～
七
頁
）
。
細
か
い
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
こ
う
い
う
報
道
に
ふ
れ
、
「
韓
国
は
ひ
ど
い
」
「
共
催
は
す
べ
き
で
な
か

っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
反
応
が
生
れ
る
の
だ
か
ら
、
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
試
合
の
後
は
、
両
国
チ
ー
ム
の
好
成
績
も
あ
っ
て
、
状
況
は

好
転
し
て
い
っ
た
の
で
、
大
き
な
間
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
結
果
論
で
し
か
な
い
。

　
教
科
書
間
題
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
間
で
間
題
化
し
や
す
い
背
景
に
は
、
日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
中
国
な
ど
が
人
種
的
に
高
度
の
純
粋
性

を
も
つ
国
家
群
で
あ
る
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
り
、
「
自
国
の
歴
史
観
を
『
正
し
い
歴
史
の
認
識
』
と
し
て
他
者
に
躊
躇
な
く
押
し
つ
け

る
」
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
参
照
、
古
田
博
司
、
一
九
九
八
、
二
九
～
二
二
頁
。

　
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
渡
部
昇
一
『
萬
犬
虚
に
吠
え
る
1
教
科
書
問
題
の
起
こ
り
を
衝
く
』
（
初
出
、
文
藝
春
秋
、
一
九

八
五
年
）
（
徳
間
書
店
、
徳
問
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
二
三
三
頁
以
下
。

　
「
従
軍
慰
安
婦
」
の
問
題
で
は
「
日
本
軍
（
政
府
）
に
よ
る
強
制
連
行
的
な
『
強
制
』
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
」
、
決
定
的
に
重
要
な

の
だ
が
、
そ
の
点
は
「
最
後
ま
で
ア
イ
マ
イ
な
」
ま
ま
推
移
し
て
い
る
（
黒
田
、
一
九
九
九
、
一
九
頁
）
。
そ
の
点
は
黒
田
（
同
、
一
九

頁
以
下
）
が
詳
し
い
。

　
ち
な
み
に
韓
国
側
の
対
日
感
情
の
簡
単
な
デ
ー
タ
を
示
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
好
き
な
国
を
た
ず
ね
た
も
の
だ
が
、
米
国

（
1
5
・
4
％
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
1
5
・
3
％
）
、
ス
イ
ス
（
9
・
5
％
）
、
カ
ナ
ダ
（
7
・
9
％
）
に
続
き
、
日
本
（
7
・
8
％
）
と
な

っ
て
お
り
、
そ
う
悪
く
は
な
い
（
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
、
二
〇
〇
四
、
一
八
頁
）
。

　
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
名
前
を
挙
げ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
鄭
大
均
氏
は
、
「
和
田
春
樹
、
坂
本
義
和
、

大
江
健
三
郎
、
高
崎
宗
司
、
高
木
健
一
」
と
い
っ
た
人
々
を
列
挙
し
て
い
る
（
鄭
、
二
〇
〇
二
、
四
〇
頁
）
。

　
朝
日
新
聞
の
論
調
に
つ
き
、
下
川
正
晴
氏
は
最
近
、
変
化
の
兆
し
が
あ
る
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
留
学
歴
の
あ
る
若
宮
啓
文

氏
が
論
説
主
幹
と
な
り
、
元
ソ
ウ
ル
支
局
長
が
朝
鮮
半
島
担
当
の
論
説
委
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
「
知
韓
派
」
が
初
め
て
同
紙
の

論
説
委
員
の
イ
ス
を
占
め
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
三
月
二
日
の
論
説
で
「
謝
罪
」
と
「
賠
償
」
に
言
及
し
た
盧
武
鉱
大
統
領
を
諌
め

る
な
ど
、
明
ら
か
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
下
川
、
二
〇
〇
五
、
二
五
頁
）
。
今
後
の
同
紙
の
論
調
に
注
目
し
て
い
き

た
い
。
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（
8
）
　
西
岡
力
氏
と
の
対
談
で
の
趙
甲
済
氏
（
韓
国
『
月
刊
朝
鮮
』

　
　
府
の
手
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　
【
参
考
文
献
】

（
日
本
語
・
五
十
音
順
）

○
池
田
謙
一
、

○
小
針
　
進
、

○
木
宮
政
史
、

o
木
村
　
幹
、

○
黒
田
勝
弘
、

○
下
川
正
晴
、

○
田
中
　
明
、

○
鄭
　
大
均
、

○
鄭
　
大
均
、

○
鄭
　
大
均
、

○
鄭
　
大
均
、

○
鄭
　
大
均
、

○
西
岡
　
力
、

○
古
田
博
司
、

○
道
上
尚
史
、

　
（
韓
国
語
）

一
九
八
二
、

二
〇
〇
四
、

二
〇
〇
三
、

二
〇
〇
四
、

一
九
九
九
、

二
〇
〇
五
、

二
〇
〇
三
、

一
九
九
五
、

一
九
九
八
、

二
〇
〇
二
、

二
〇
〇
三
、

二
〇
〇
四
、

二
〇
〇
四
、

一
九
九
八
、

二
〇
〇
一
、

発
行
人
）
の
発
言
（
西
岡
、
二
〇
〇
四
、
一
七
二
頁
）
。
テ
レ
ビ
は
「
政

「
世
論
調
査
に
み
る
対
韓
イ
メ
ー
ジ
」
、
辻
村
明
ほ
か
編
『
日
本
と
韓
国
の
文
化
摩
擦
』

『
韓
国
人
は
、
こ
う
考
え
て
い
る
』
新
潮
社
、
新
潮
新
書

『
韓
国
－
民
主
化
と
経
済
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
筑
摩
書
房
、
ち
く
ま
新
書

『
朝
鮮
半
島
を
ど
う
見
る
か
』
集
英
社
、
集
英
社
新
書

『
韓
国
人
の
歴
史
観
』
文
藝
春
秋
、
文
春
新
書

「
マ
ス
コ
ミ
が
急
速
悪
化
に
油
注
ぐ
」
『
世
界
週
報
』
四
月
五
日
号

『
韓
国
の
民
族
意
識
と
伝
統
』
岩
波
書
店
、
岩
波
現
代
文
庫

『
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
』
中
央
公
論
新
社
、
中
公
新
書

『
日
本
（
イ
ル
ボ
ン
）
の
イ
メ
ー
ジ
』
中
央
公
論
新
社
、
中
公
新
書

『
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
不
幸
』
小
学
館
、
小
学
館
文
庫

『
韓
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
、
岩
波
現
代
文
庫

『
在
日
・
強
制
連
行
の
神
話
』
文
藝
春
秋
、
文
春
新
書

『
北
朝
鮮
に
取
り
込
ま
れ
る
韓
国
』
P
H
P
研
究
所

『
東
ア
ジ
ア
の
思
想
風
景
』
岩
波
書
店

『
日
本
外
交
官
、
韓
国
奮
闘
記
』
文
藝
春
秋
、
文
春
新
書

出
光
書
店

韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
、
二
〇
〇
四
、
『
韓
国
人
が
四
〇
種
類
の
こ
と
で
好
き
な
も
の
』
、
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
刊
（
三
〇
周
年
刊
行
物
）
、
二
〇
〇
四
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年
六
月
一
七
日
刊

　
（
英
　
語
）

2
0
Φ
一
一
〇
2
窪
ヨ
僧
馨
博
田
圃
ω
ぎ
①
葺
S
壽
魯
帆
ミ
N
黛
の
誉
§
魯
ぎ
阜
Φ
阜

旋
理
論
』
、
ブ
レ
ー
ン
出
版
、
一
九
九
七
年
）

一
〇
〇
G
。
”
O
巨
8
閃
9
0
疑
8
碧
d
巳
‘
即
8
ω
（
邦
訳
『
沈
黙
の
螺

　
※
筆
者
は
本
研
究
の
た
め
に
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
九
月
に
韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
東
国
大
学
校
に
研
究
滞
在
し
た
。
東
洋
大

学
交
換
研
究
員
制
度
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
東
洋
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
関
係
機
関
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま

た
、
韓
国
側
で
は
東
国
大
学
校
の
鄭
用
吉
教
授
ほ
か
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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